
田
村　
貴
校
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」（
以
下
、
総
合
探
究
）
を
教
育
活
動

の
中
心
に
位
置
づ
け
て
教
育
課
程
を
編

成
さ
れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

林　
本
校
は
建
学
の
精
神
「
変
革
者
た

れ
」を
具
現
化
す
べ
く
、創
立
時
か
ら
総

合
探
究
を「
未
来
創
造
探
究
」と
名
づ
け
、

地
域
や
世
界
の
課
題
に
取
り
組
む
実
践

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。１

年
次
前
期
は
、学
校
設
定
科
目「
地
域
創

造
と
人
間
生
活
」（
＊
）で
地
域
の
課
題
を

理
解
す
る
た
め
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
い
、そ
れ
を
表
現
す
る
演
劇
を
創
作

し
ま
す
。
後
期
は
、「
未
来
創
造
探
究
」に

移
行
し
て
本
格
的
に
探
究
学
習
を
始
め

ま
す
。２
年
次
か
ら
は
、生
徒
の
関
心
に

応
じ
て「
原
子
力
災
害
・
伝
承
」「
共
生
社

会
」な
ど
の
６
つ
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
、個

人
ま
た
は
チ
ー
ム
で
活
動
し
ま
す
。１
ゼ

ミ
あ
た
り
３
〜
４
人
の
教
師
が
、所
属
す

る
生
徒
20
〜
30
人
を
担
当
し
ま
す
。そ
し

て
、２
年
次
10
月
の
中
間
発
表
、３
年
次

５
月
の
最
終
発
表
会
を
経
て
、11
月
ま
で

に
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
と
い
う
流
れ

で
す
。
３
年
間
で
計
６
単
位
を
配
置
し
、

「
地
域
創
造
と
人
間
生
活
」も
含
め
た
体

系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
ま
す
。

田
村　
他
教
科
と
連
携
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
意
図
的
に
設
計
し
て
い
る
点
も

含
め
、
学
習
指
導
要
領
の
総
則
が
示
す
、

学
校
の
教
育
目
標
を
明
確
に
し
、
総
合

探
究
の
目
標
と
連
携
し
た
教
育
課
程
と

し
て
い
る
好
例
だ
と
思
い
ま
す
。

林　
本
校
は
、
教
育
活
動
全
般
で
育
成

を
目
指
す
11
の
資
質
・
能
力
を
定
義
し

て
お
り
、
そ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
Ｐ
．２

図
１
）
を
「
未
来
創
造
探
究
」
の
学
習

評
価
の
軸
と
し
て
教
師
間
・
教
師
と
生

徒
間
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

田
村　
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
生

徒
と
共
有
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ

い
て
生
徒
が
自
己
評
価
を
行
う
こ
と
は
、

生
徒
の
メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
、
成
長

を
促
す
上
で
極
め
て
有
効
で
す
。

林　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
生
徒
の
自

己
評
価
は
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に

２
年
次
10
〜
12
月
に
行
う
「
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
面
談
」を
重
視
し
て
い
ま
す
。10
月
の

中
間
発
表
後
の
自
己
評
価
を
基
に
、
生
徒

と
ゼ
ミ
の
担
当
教
師
が
１
対
１
で
対
話

設
立　

 

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

形
態　

全
日
制
／
総
合
学
科
／
共
学

生
徒
数　

１
学
年
約
１
５
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績　

国
公
立
大

は
、
東
北
大
、
福
島
大
、
茨
城
大
、
東
京
大
、

福
島
県
立
医
科
大
、
東
京
都
立
大
な
ど
に
16
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
北
学
院
大
、
慶
應
義

塾
大
、
上
智
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
早
稲
田

大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
０
２
人
が
合
格
。

短
大
・
専
門
学
校
進
学
23
人
。
就
職
23
人
。

林　裕文（企画研
究開発部主任。地
理歴史・公民科［世
界史］）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

＊　「産業社会と人間」の代替として設定。

文
部
科
学
省
　

初
等
中
等
教
育
局
　

主
任
視
学
官

田
村
学
　

た
む
ら
・
ま
な
ぶ

専
門
は
教
科
教
育
学
、
教
育
方
法
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
論
。
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課

教
科
調
査
官
、
同
省
同
局
視
学
官
、
國
學
院
大
學
教

授
な
ど
を
経
て
、現
職
。
著
書
に
、『
学
習
評
価
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
多
数
。

学習評価学習評価
実践校の取り組みを基に、

学習評価をより充実させるポイントを
田村先生がアドバイス

福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校・高
校

ゼ
ミ
担
当
教
師
全
員
で
生
徒
を
見
取
り
、

形
成
的
評
価
を
総
括
的
評
価
に
つ
な
げ
る

人
材
育
成
要
件
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

探
究
学
習
の
評
価
軸
に
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し
、
生
徒
が
活
動
を
通
じ
て
ど
の
資
質
・

能
力
が
身
に
つ
い
た
の
か
、
最
終
発
表

ま
で
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
か
と

い
っ
た
こ
と
を
言
語
化
し
ま
す
。

田
村　
生
徒
に
と
っ
て
教
師
と
の
対
話

は
、
自
分
を
見
つ
め
、
成
長
を
実
感
し
、

称
賛
を
得
る
こ
と
で
意
欲
が
湧
き
、
今

後
の
方
向
性
を
明
確
に
で
き
る
、
学
習
改

善
の
重
要
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

林　
ゼ
ミ
の
担
当
教
師
が
原
則
週
１
回

集
ま
る「
ゼ
ミ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」も
、生

徒
支
援
と
学
習
評
価
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
見
取
っ
た

り
ま
す
。生
徒
が
身
に
つ
け
た
い
資
質
・

能
力
に
つ
い
て
繰
り
返
し
話
す
こ
と
で
、

教
師
・
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
資
質
・

能
力
が
内
在
化
し
、日
常
的
に「
あ
の
取

り
組
み
が
こ
の
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ

た
」な
ど
と
語
り
合
え
る
文
化
が
生
ま
れ

ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
教
師
と
生
徒

が
自
覚
的
に
活
用
し
て
こ
そ
、そ
の
価
値

が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

林　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
面
談
に
限
ら
ず
、生

徒
は
ゼ
ミ
の
担
当
教
師
に
よ
く
相
談
し

て
い
ま
す
が
、そ
れ
が
重
要
な
の
で
す
ね
。

田
村　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
11
の

資
質・能
力
を
「
知
識・技
能
」「
思
考
力・

判
断
力
・
表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う

力
、
人
間
性
等
」
に
ひ
も
づ
け
て
整
理

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
各
教
科
・

科
目
の
学
び
が
探
究
学
習
に
ど
う
つ
な

が
る
の
か
、
ど
の
教
科
・
科
目
の
学
び
が

ど
の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
重
点
的
に

担
う
の
か
が
、
よ
り
鮮
明
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
探
究
学
習
の
基
礎
を
培
う
１

年
次
も
、
現
在
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基

に
学
習
評
価
を
実
施
す
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。
生
徒
の
３
年
間
の
成
長
の
軌

跡
が
よ
り
可
視
化
さ
れ
、
評
価
の
精
度

が
高
ま
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

こ
と
を
出
し
合
い
、「
活
動
へ
の
意
欲
」

と「
活
動
の
進
捗
」
の
２
軸
の
マ
ト
リ
ク

ス
表（
図
２
）で
生
徒
の
現
状
を
可
視
化

し
ま
す
。そ
の
上
で
、例
え
ば
意
欲
・
進

捗
と
も
に
課
題
が
あ
る
生
徒
に
は
、「
個

別
に
面
談
を
し
て
テ
ー
マ
設
定
を
支
援

す
る
」と
い
っ
た
具
体
策
を
立
て
ま
す
。

田
村　
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み

で
す
ね
。
１
人
の
生
徒
を
複
数
の
教
師

で
見
取
る
こ
と
で
、
主
観
に
よ
ら
な
い
生

徒
の
姿
が
具
体
的
に
見
え
、
そ
の
過
程

は
形
成
的
評
価
と
し
て
も
機
能
し
ま
す
。

林　
蓄
積
さ
れ
た
形
成
的
評
価
の
情
報

は
、
学
期
末
と
学
年
末
の
総
括
的
評
価
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
評
価
の
記
述
で
は
、

到
達
度（
調
べ
学
習
の
域
か
、行
動
に
至
っ

て
い
る
か
な
ど
）に
応
じ
た
文
言
の
ひ
な

型
を
作
成
し
、
そ
れ
を
参
考
に
記
述
す
る

こ
と
で
、
教
師
に
よ
る
評
価
の
文
言
の
ば

ら
つ
き
を
抑
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

田
村　
貴
校
の
実
践
は
、教
師
間
や
教
師

と
生
徒
間
の
対
話
の
軸
が「
資
質
・
能
力
」

に
な
っ
て
い
る
点
に
重
要
な
意
味
が
あ
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学力概念 資質・能力・態度 レベル1 レベル 5

知識
Knowledge 
“What we 

know”

社会的課題に関する知識と理解
一般常識や基礎学力とともに、世
界・社会の状況の変化や課題を理
解するための知識を身につける。

地域や社会の
成り立ちに関
する基礎的な
知識を得る。

社会の課題について、目の
前の課題と関係する知識を
俯瞰してつなげ、他者に説明
できるレベルまで理解する。

技能（スキル・
コンピテンシー） 
Skills “How 
we use what 

we know” 

思考力
物事を論理的に考え、批判的思考
で掘り下げ、スケールの大きな考
え方ができるようになる。

与えられた情
報を整理でき
る。

未知のことについても粘り
強く考え、自分の考えや常
識にとらわれず、本質的・
根源的な問いを立て、多面
的に考えることができる。

「学力概念」は上記のほかに、「人格」「自らを振り返り変えていく力（メタ認知）」を設定。「資質・能
力・態度」は上記のほかに、「前向き・チャレンジ」「自分を変える力」などを含め、全11項目がある。

教師が毎回の授業で見
取った生徒の様子を出
し合い、「活動への意
欲」と「活動の進捗」
の２軸で評価して、マ
トリクス表に各生徒を
配置。生徒の現状を可
視化して共有すること
で、今後の支援策を具
体的に検討しやすくし
ている。

活動への意欲　高

活動への意欲　低

活動の進捗　遅 活動の進捗　進

生徒 B

生徒 A

生徒 E

生徒 F

生徒 G

生徒
C・D

生徒 H・Ｉ

生徒Ｊ・Ｋ・Ｌ

生徒 O

生徒 Q

生徒Ｍ・Ｎ

生徒 P 個別面談でテーマ設定

状況整理や目標確認

アクション計画をサポート

生徒の現状を可視化するマトリクス表（例）図２

人材育成要件・ルーブリック（抜粋）図１

※図１・２ともに学校資料を基に編集部で作成。

資
質・能
力
を
軸
と
し
た
教
師
と

生
徒
の
対
話
が
内
在
化
に
つ
な
が
る

関連記事はこちら！

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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